
ょかわ 
‘
●
昌
浮
」
範
考一

 

尋
懸
議
漁
験
難
藻
線
難
 

臓
難締
熱
？
藩t
 

毎
号
と
じ
ーえ
で

く
だ
さ
い
o
後
で
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
o
 
,
 

発行 五所川原市 ― 

市の人口 総数52,203人（男25,215・女26,988）世帯数14,730 (10月31日現在） 	（毎月 2回 1日・15日発行） 

県
民
に
対
す
る
統
計
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
ろ
う
と
十

一
月

十
五
日
、
市
中
央
公
民
館
で
県

と
本
市
な
ど
が
共
催
の
 
「第
一
一

十
四
回
県
統
計
大
会
」
が
、

約

六
百
五
十
名
出
席
し

て
開
か
れ

ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
県
知
事
代
理
の

岩
瀬
多
喜
造
副
知
事

の
あ
い
さ

つ
の
後
、
森
田
市
長
が
 
「県
内

各
地
か
ら
ご
臨
席
の
各
位
に
心

か
ら
歓
迎
を
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
本
大
会
を
契

機
と
し
て
互

い
に
情
報
を
交
換
し
連
帯
を
深

め
、
統
計
事
業
が

一
層
推
進
さ
 
 

れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
」
 
と
あ

い
さ
つ
。
 

引
き
続
き
、
統
計
業
務
に
功

労
の
あ
っ
た
方
々
へ
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
総
務
庁
長
官
代
理

の
梅
崎
靖
同
庁
統
計
局
統
計
基

準
部
調
査
官
、
県
議
会
議
長
代

理
の
長
峰

一
造
県
議
、
川
浪
直

治
市
議
会
議
長
の
三
人
が
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
大
会
で
は
、
県
統
計
教
育

研
究
指
定
校
で
あ
る
松
野
木

小

学
校
（
太
田
正
巳
校
長
 
児
童

数
五
十
四
人
）
の
六
年
生
六
人
 

（
長
尾
秀
斉
さ
ん
、
斎
藤
寛
之

さ
ん
、
長
内
美
那
子
さ
ん
、
間

山
良
行
さ
ん
、
成
田
奈
実
子
さ

ん
、
工
藤
真
理
子
さ
ん
ー
指
導

土
岐
千
鶴
子
教
諭
）
が
 
「未
来

に
は
ば
た
く
五
所
川
原
ー
西
北

の
中
心
都
市
」
 
と
題
し
て
、五

所
川
原
市
の
現
状
を
地
理
、
人

の
動
き
、
交
通
な
ど
か
ら
分
析
。
 

い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
 

ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
市
の

未
来

へ
の
提
言
を
元
気
よ
く
発

表
。
さ
ら
に
本
市
の
野
呂
股
文

さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
員

と
し
て
の
体
験
を
発
表
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
感
銘
を
与
え
大
き
な

拍
手
を
受
け
ま
し
た
。
 

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
人
形
劇
「
津
軽
金
多
豆
蔵
」
 

を
木
村
幸
八
さ
ん
が
公
演
し
、
 
 

喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
次
期
開
催
地
で
あ

る
む
つ
市
の
菊
池
二
二
男
助
役

が
あ
い
さ
つ
し
、
大
会
を
終
了

し
ま
し
た
。
 

本
市
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
 

J
。
 

総
務
庁
長
官
表
彰
 

坂
本
サ
ッ

エ
、
五
所
川
原
市
 

農
林
水
産
大
臣
表
彰
 
今
 

実

厚
生
大
臣
官
房
統
計
情
報
部
長

表
彰
 
小
田
桐
武
次
 

県
知
事
表
彰
 

三
上
秀
夫
、
小

田
桐
利
信
、
前
田
忠
孝
 

県
統
計
協
会
長
表
彰
 

小
田
桐

長
蔵
、
増
田
新
吉
、
工
藤
武

雄
、
増
田
武
文
、
伊
丸
岡
慶

子
、
石
田
み
つ
子
、
野
呂
股
 

文
 

（
敬
称
略
）
 

9O37 

青森県五所川原市字岩木町12 
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市 民 憲 章 叫l和59年 10月 1日制定） 

⑥心身ともに健康で、明るい家庭をつくります c 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 

わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

トげました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

二、郷土の限りない発展を願って、こ

二に市民憲章を定めます。 
一
 

ざづを 
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翻
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冊
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，
艇
黒
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国
鉄
五
能
線
を
跨
い
で
、
市

街
地
中
心
部
と
五
所

川
原
駅
東

部
を
結
ぶ
市
民
待
望
の
 
「新
生

大
橋
」
が
完
成
。
十
一
月
十
1
1
1
 

日
に
そ
の
渡
り
初
め
と
開

通
式

典
を
行
い
、
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。
 

同
大
橋
は
、
昭
和
五
十
二
年

に
事
業
に
着
手
し
、
約
十
六
億

五
千
万
円
の
経
費
を
か
け
て
完

成
、
延
長
四
九
四
材
（
う
ち
橋

長
一
一
二
〇
・
九薪
）
、
幅
員
が

二

一督
で
、
七

M
の
車
道
と
両
 
 

側
に
二

・
五
層
の
歩
道
が

つ
い

て
い
ま
す
。
 

ま
た
橋

の
色
は
、
新
生

・
五

所
川
原
を
表
わ
す
も
の
と
し
て

鮮
や
か
な
ブ
ル
ー
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

こ
の
日
の
午
前
十
時
三
十
分
、
 

花
火
を
合
図
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
、

五
一
中
の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
を
先
頭
に
木
村
武
之
助

さ
ん
（
下
平
井
町
）
、
山
谷
石

蔵
さ
ん
（
岩
木
町
）
、
神
吉
太

郎
さ
ん
（
新
町
）
、
村
田
富
造
 
 

さ
ん

（
金
山
）
の
四
組
の
親
子

三
代
家
族
と
森
田
市
長
、

来
賓

な
ど
約
五
十
人
が
渡
り
初
め
を

行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
会
場
を
大
町

の
レ

ス
ト
ラ
ン
藤
吉
郎
に
移
し
、
約

百
人
が
出
席
し
て
式
典
を
行
い
、
 

森
田
市
長
が
 
「新
生
大
橋
の
完

成
は
、
二
十

一
世
紀
に
お
け
る

本
市
を
中
心
と
す
る
西
北
津
軽

の
時
代
を

つ
く
り
上
げ

て
い
く

先
駆
け
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
 

本
橋
の
開
通
を
契
機
と
し

て
、
 
 

さ
ら
に
五
所
川
原
発
展
の
た
め

に
頑
張
り
た
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
建
設
省
都
市
局

長
代
理
と
し

て
同
省
の
有
木
久

和
街
路
課
長
補
佐
、
県
知
事
代

理
と
し
て
前
多
喜
雄
土
木
部
次

長
が
そ
れ
ぞ
れ
 
「本
橋
の
完
成

が
、
五
所
川
原
市
の
産
業
経
済

の
発
展
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
、
大
き
な
役
割
を
な
す
も

の
と
期
待
し
ま
す
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

国
鉄
五
所
川
原
駅
東
部
に
は

漆
川
工
業
団
地
、
松
島
団
地
、
 

青
森
職
業
訓
練
短
大
、
中
央
公

民
館
、
五
商
高
、
五
一
中
な
ど

が
あ
り
、
本
橋
の
開
通
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
利
便
性

が

一
段
と
高
ま
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
市
街
地
の
根
本
的
な

交
通
渋
滞
解
消
を
図
る
た
め
現

在
、
本
市
と
西
郡
を
結
ぶ
「
五

所
川
原
大
橋
」
と
「
新
津
軽
大

橋
」
 
の二
大
橋
建
設
も
着
々
と

進
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
た
び

の
新
生
大
橋
の
開
通
は
、
交
通

渋
滞
解
消
に
向
け
て
大
き
く
前

進
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。
 

常
任
委

員
会
の
 

'1
 

ー
 

J
【
 

十

一
月
九
日
、
市
議
会
臨
 

時
会
が
開
か
れ
、
四
つ
の
常
 

任
委
員
会
の
委
員
と
三
つ
の
 

一
部
事
務
組
合
議
会

の
議
員
 

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

常
任
委
員
会

（⑨
は
委
員
長
 

〇
は
副
委
員
長
）
 

▽
総
務

廿
⑨
外
崎
彦
三
郎
、
 

〇
平
山
則
雄
、
宮
川
亮
治
、
 

葛
西
収
三
、
小
田
桐
秀
則
、
 

三
上
 
理
 

▽
経
済

廿
＠
大
野
欽
也
、
 

〇
吉
岡
 
浩
、
川
浪
直
治
、
 

鶴
谷
敏
雄
、
寺
田
義
雄
、
 

櫛
引
英
之
 

▽
民
生

I
⑥
前
田
清
勝
、
 

o
工
藤
善
司
、
川
浪
重
次
郎
、
 

斎
藤
 
昇

葛
西
収
三

鶴
谷
敏
雄
 

（
敬
称
略
）
 

（
習
字
 
栄
小

5
）
、
舘
山
拓

也
（
図
画
ポ
ス
タ
ー
 
田
川
小
 

ー
）
、
外
崎
一
成
（
同
 
同
小
 

4
）
、
藤
森
暢

（同
 
同
小

5
）
、
 

間
山
え
り
子
（
習
字
 
松
野
木

小
3
）
、
前
田
裕
幸

（
標
語

梅
泉
小

6
)
 

中
学
校
の
部
 

小
笠
原
紀
子
（
標
語
 

一
中
 

2
）
、
船
水
千
賀
子
（
作
文

一
中
2
）
、
桜
庭
倫
子
（
習
字

一
中
1
）
、
山
内
孝
子

（
作
文

三
中

3
)
 

開通にあたって喜びのテーブカット 

4組の親子三代家族などによる渡り初め 

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の

意
識
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
市
、
 

市
民
保
健
協
議
会
が
市
内
の

小
・
中
学
生
を
対
象
に
行
っ

た
作
品
展
の
入
賞
者
を
十

一

月
七
日
、
市
働
く
婦
人
の
家

で
行
い
ま
し
た
。
 

特
別
賞
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
。
 

小
学
校
の
部
 

高
松
佳
孝
（
標
語
 
南
小
 

5
）
、
下
川
原
千
晶
（
作
文

栄
小

4
）
、
福
士
和
也
 

構
成
決

ま
る
 

議
会
臨

時
会
ー
 

斎
藤
 
昇
、
中
村
良
雄
、
石

岡
 
裕
 

▽
建
設
廿
＠
浅
川
 
勇
、
〇
渋

谷
守
夫
、
山
口
徳
二
、
泉
谷

正
志
、
鎌
田
清
夫
、
和
島
就

蔵
 

一
部
事
務
組
合
議

会
議
員

ソ
西
北
五
衛
生
処
理
組
合
 

泉
谷
正
志

▽
西
北
五
精
神
薄
弱
児
施
設
組

合
 
前
田

清
勝

▽
五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組

合
 

住
み

よ
い

環

境
づ

く
り

作
品
展

入

賞
者
を

表
彰
 

(
 

(
 



,
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奪
警
濠書
韮
大
喜遊
露蓬
一
一
 

第
二
十
八
回
市
社
会
福
祉

大
会
が
十
一
月
六
日
、
市
民

文
化
会
館
で
市
民
約
三
百
人

が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
平
山
誠
敏
市

社
会
福
祉
協
議
会
長
が
式
辞

を
述
べ
た
後
、
森
田
市
長
が
 

「本
大
会
を
契
機
と
し
て
、
 

当
地
域
の
福
祉
が
今
後
一
層

推
進
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
県
知
事
代
理
の

藤
森
猛
西
北
地
方
福
祉
事
務

所
長
、
県
議
会
議
長
代
理
の

櫛
引
留
吉
県
議
、
金
谷
正
弘
 

爵
蕉
鋤
醗難
弘
b
 

福
柱
は
誤
抄

市
良
 

一
 

瞬
 

帥
 

県
社
協
副
会
長
、
川
浪
直
治
市

議
会
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
長
年
に
わ
た
り
社

会
福
祉
活
動
に
従
事
さ
れ
た
中

泉
の
成
田
辰
雄
さ
ん
な
ど
四
十

三
人
、
三
十
七
団
体
に
表
彰
状
、
 

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
成
田
辰
雄
さ
ん
が
 
「本
日
の

栄
誉
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今

後
と
も
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽

、
 

く
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
式

典
を
終
わ
り
ま
し
た
。
な
お
、
 

同
大
会
で

は
式
典
に

長
 

先
立
ち
第
 

市
  

g
巨
う
包

四
中
の
生
 

徒
な
ど
に

よ
る
意
見

発
表
、
青

森
職
業
訓

練
短
大
の

辻
茂
校
長

の
 
「近
代

産
業
の
発

達
と
青
森

の
地
域
社
 

A
ム」
 
と
題

す
る
講
演

が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

社会福祉大会であいさつを述べる森田 



（単位：千円．%) 

市
の

財
政

状
況
 
（

昭
和
6
0年
9
月
3
0日
現在
）
 

五
所
川
原
市
の
財
政
状

況
を
公
表
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
長
 

森
田
 
稔
夫
 

こ
の
「
五
所
川
原
市
の
財
政
」
は
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う

・

に
運
営
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
公
表

し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

今
回
は
、
昭
和
六
十
年
度
予
算
の
執
行
状
況
と
昭
和
五
十
九

年
度
決
算
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
 

昭和60年（1985年）12月 1 目 	 広報ごしょがわら 
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昭和60年度一般会計歳入歳出予算執行状況 
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産 方 黒 tLi 	 虐 	ナ了 	 林 	 害 
」v 	ー 	’】’ 	導 	支 

父譲 0'参“」収 	支 	交 	生育木務債産生防工， 
与． 	手 	負 	‘」」 	出 	右f・ 	 ” 	 貿 

‘ま 	数 	才［I 
カ、 税 恥I 金 金 人 債 金 税 税 	費 費 費 費 費 費 費 費 費 か 

昭和59年度ー般会計決算状況（見込み） 

歳 人 区 分 収人済額 構成比 歳 出 区 分 支出済額 構成比 

1 市 	 税 2,928,337 23.9 1 議 会 費 138,695 1) 
2 地 方 譲 与 税 107,74 1 0.9 2 総 務 費 1,511,592 12.4 
3 自動車取得税交付金 58.883 0.5 3 民 生 費 2,823,694 23.2 
4 地 方 交 付 税 2,975,813 24.3 4 衛 生 費 757,820 6.2 
5 交通安全対策特別交付金 10,740 0.1 5 労 働 費 90,246 0.8 
6 分担金及び負担金 386,589 3.2 6 農 林 水 産 業 費 902,415 z4 
7 使用料及び手数料 188,402 1.5 7 商 工 費 290,964 2.4 
8 国 庫 支 出 金 2,788,577 22.7 8 土 木 費 1,999,326 16.4 
9 県 	支 	出 	金 641,878 5J 9 消 防 費 451,929 3,7 
10 財 	産 	収 	入 132,385 1.1 10 教 育 費 1,611,963 13.2 
11 寄 	附 	金 1,800 0.0 11 災 害 復 	I日 費 386,160 3.2 
12 繰 	人 	金 76,556 0.6 上 12 公 債 費 1,198,077 9.8 
13 繰 	越 	金 81,596 0J 13 諸 支 出 金 27,699 0.2 
14 諸 	収 	入 772,669 6.' 14 予 備 費 0 0.0 
15 市 	 債 1,106,700 9.0 

合 	計 12,258,666 100.0 合 計 12,190.580 100.0 

昭和59年度特別会計決算状況（見込み） 	
（単位ン千円‘ %) 

会 	計 	区 	分 収 	人 	済 	額 収人率 支 支出率 

国民健康保険事業勘定特別会引 2,743,031 94 一 6 2.653,632 91.6 

高 等看護学院 特別 会計 53,910 98.1 53,910 98.1 

長者森平和公園造成事業特別会計 7.060 93,0 4,453 58.7 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 1. 071. 973 99,4 1,071,973 99,4 

老 人 保 健 特 別 会 計 1,336,204 97. 6 1,330,206 97,2 



会計区分 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率 

国民健康保険 
事業勘定特別会計 

2,931,590 994,508 33,9 1,083,396 37.0 

高等看護学院 
特別会計 

53,878 1,589 2.9 20,265 37.6 

長者森平和公園 
造成事業特別会計 

3,943 6,169 156.5 841 m
 

 
水
 
道

韓
柵
 

A
二
 

計
  

1,020,893 362,316 35,5 372.427 36.5 

老人保健特別会計 1,452,718 595,872 41.0 616,147 42.4 

昭和60年度市税の状況 
都市計画税 
90,137 (50,019 55.5 %) 

軽自動車税ほか 26,239 

(24,403 93.0%) 
電気・ガス税 

135,846 
(68,975 50.8%) 

たばこ消費税 
302,113 

(157,512 52.1 %) 

1,382,336 

(766,981 
55.5%) 

＼
轟

）
「
 

纏
織
謂
 

&
L
 
陣
 

巧
蟹

”
リ
円
 

固定資産税 

注
 
O
書
は
、
収
人
済
額
及
び
収
入
率
で
す
o
 

1,154,880 

(701,455 607%) 

鳴入大蔵省

議0器ノ（滞易61 

企業金融公庫 
1,850,883 
(20.2 %) 

農林水産業債 
887,130 
(93% 

教育債 
1,937,002 
(21.1%) 

労働債 
249,470 (2.7 %) 

衛生債 
301,441 (3.3 %) 

総務債 
368,511 
(4.0%) 

災害復旧債 
396,417 
(4.3%) 

消防債 101,967 (1.1%) 

民生債 87,555 (1.0%) 

てん債85,759(lP%) 

中小企業退職共済 
事業団 

213,370 (2.3 %) 

郵政省 
1,506,390 
(16.5 %) 

土木債 
4,745,447 
(53.8%) 

青森県市町村職員共済組合 
127.363 (1.4%) 

市町村振興協会ほか 
240,293 (2.6 %) 

⑩⑧⑧ 
▽
日
時
 
十
二
月
十
一
日
（
水

）
午
後
一
時
三
十
分
 

▽
場
所
 
青
森
職
訓
短
大
（
飯
詰
）
 

▽
テ
ー
マ
 
「
歴
史
を
創
る
歯
車
に
」
 

ー
広
域
地
域
活
性
化
へ
の
試
案
と
そ
の
成
果
ー
 

▽
講
師
 
戸
 
舘
 
昭
 
吉
氏
 

（中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
事
務
局
長
）
 

主
催
 
青

森

職
訓

短
大
 

後
援
 
五
所

川
原
市
 

戦
死

者
の
遺
族
に
対
す
る
 

特
別

弔
慰
金

の
請
求
に

つ
い
て
 

戦
後
四
十
周
年
に
あ
た
り
国
 
▽
相
続

人
請
求
 

は
戦
死
者
の
遺
族
に
対
し
、
あ
 
請

求
す
べ
き
遺
族
が
本
年

ら
た
め
て
弔
慰
を
表
す
と
い
う
 
四

月
一
日
以
降
死
亡
し
て
い

趣
旨
か
ら
特
別
弔
慰
金
支
給
法
 
る

場
合
は
、
そ
の
相
続
人
が
 

を

一
部
改
正
し
、
次
に
よ
り
、
 

請
求
で
き
ま
す
。
 

あ
ら
た
に
支
給
す
る
こ
と
に
な
 
▽
請

求
手
続
 

り
ま
し
た
。
 

戦
死
者
及
び
請
求
者
の
戸
 

支
給
額
は
三
十
万
円
で
十
年

間
で
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

▽
交
付
対
象
 

①
 
戦
死
者
の
死
亡
年
月
日
が

昭
和
六
年
九
月
十
八
日
以
降

で
戦
争
に
よ
り
死
亡
し
た
人
。
 

②
 
遺
族
は
本
年
四
月
一
日
 

（
以
下
「
基
準
日
」
）
現
在
に

お
い
て
、
戦
死
者
に
か
か
る

公
務
扶
助
料

‘
遺
族
年
金
等

の
給
付
を
受
け
て
い
る
人
が

い
な
い
場
合
で
あ
る
こ
と
。
 

籍
謄

・
抄
本
等
及
び
印
か
ん
 

な
ど
が
必
要
で
す
。
 

▽
請
求
期
限
 

昭
和
六
十
三
年
六
月
十
二
一
 

な
お
支
給
さ
れ
る
遺
族
の

範
囲
な
ど
詳
し
い
事
は
、
市

の
市
民
課
恩
給
担
当
（
。
⑩

二
一

一
一
番
 
内
線
二
八
〇

番
）
ま
た
は
県
障
害
福
祉
課

援
護
班
へ
ど
う
ぞ
。
 

年
賀
状
の
受
け
付
け

は

n
月

1
5日
か
ら
 

お

早
め
に

準

備
を
 

※
お

手
数
で

も
あ
て
先
ご

と
に
 
「
五
所

川
原
市

内
」
、
 
「
青
森
県

内
」
、
 
「
県
外
」
に
分

け
て
、
 

E
部
に

ふ
せ
ん
を

つ
け
て

く
だ
さ

い
。
ご
協
力
を

お
願

い
し

ま
す
。
 

ー
五

所
川
原
郵

便
局
ー
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昭和加年度特別会計予算執行状況 
青森県 203,289 (2.2 %) 
	

（単位】「円．%) 



脚
綴
【一
 
鋼
一
麟
 

員 

歳
末

た
す
け

あ
い
 

運
動
に
ご

協
力
を
 

“
わ
か
ち
あ
う
幸
せ
《
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
十
月
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
。
そ
の
し
め
く
く
り
と
し

て
士

一月
に
行
わ
れ
る

の
が
、歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
で
す
。
 

昨
年
は
こ
の
ー
か
月
間
で
約
七
十
五
億
円
の
寄
付
金
が
集
ま

り
ま
し
た
。
今
年
も
目
標
額
、
約
六
十
八
億
七
千
万
円
を
目

指
し
、
募
金
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

一
三
三
三一
一
 

集
ま
っ
た
寄
付
金
は
、
ひ
と
り
暮
 

三
r
r
三
一
「
 

ら
し
の
老
人
や
寝
た
き
り
老
人
、
手
 

『
．
・
 
．
ニ
 

足
の
不
自
由
な
人
な
ど
へ
の
福
祉
の
 

タ
 

た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
 

J一
 

一
人
で
も
多
く
の
方
が
明
る
い
お
 

k
ー
 
、
 
正

月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
あ
な
た

、
》
 
‘乙
r

ー
 

の
力
幸
せ
ソ
を
わ
け
て
あ
げ
て
は
い
 

一
一
 
一
 
一
一
一
一
 一
一

一
 

ブ
 

ず
j
、司L
 

と
裂
 

一
一
一
一
一
 一
 
一
 

一
 
一
 

一
 
一
 

一
 

一
一一
ニ
一
一
 

か
が
で
す
か
o
 

ド
ド
 

I黒鷲鷺烹念熱 
五所川原俳句会（成田千空代表）主催の県

下俳句大会が11月 4 日、市民文化会館で開か

れました。 

同大会には、県内各地から俳人約60人が参

加。宿題と 「岩木山」、 「大根」、 「豊作」 

の 3 つの席題で行われ、参加した人達の中に

は、岩木川の堤防へ行き岩木山を直に眺めな

がら作句する人もいるなど、皆真剣な表情で

取り組んでいました。 

席題、雑詠総合の上位入賞者は次のとおり。 

①成田千空（五所川原）②長内草骨（金木） 

③三上北

人（五所

川原）④

佐藤正賢 

（弘前） 

⑤鳴海柘

会会場与、 山（黒石） 

面接の日程 

~誉聾釦 
日時、場所は次のとおりです。 おいでの際

は、 「健康保険証」 と 「60年分の源泉徴収票」 

をご持参ください。 

なお、詳しくは市福祉事務所児童係（呑⑩ 

2111番 内線 243番）へどうぞ。 

面接日 
午前（ 9: 30~il : 00) 午後（ 1:30-4:oo) 

会 	場 対象保育所 会 	場 対象保育所 

日
”
日
  

1
1
  

2
6
明
  

、
  

コミュニテイ 
センター長橋 

長橋保育園 、
、、、

ノ
 

一
 
一
 一
 

コ
セ
 

テ
七
 
イ

和
 

ュ
タ
ノ
 

七和保育園 

m因
 

コミュニテイ 
七ンター松島 津軽野保育園 

コミュニテイ 
センター飯詰 

若葉保育園 

たかたて 
保育園 

1
8
B
 

 
、
、
、
・
ノ
 

一
 一
 
一
 

コ
セ
 
ュ

タ
 
テ
巾

・
 
イ

川
 

中II除育園 、
、、・
ノ
 

一
 
一
 一
 

コセ
 
ュ

タ
 
テ

二
一
 
イ
好
 

三好保育所

測 I) 育園 

「
困
 

コミュニテイ 
センター 

さかえ 

さかえ保育園 

広田保育聞 

コミュニテイ 
センター 

さかえ 

梅田保育園 

なおみ 
保育園 

m国
 

市民文化会館 

(2 階会議室） 

五所川原 
保育園 

まっしま団地 
保育園 

かまや保育園 

新宮団地 
保育園 

市民文化会館 

(2 階会議室） 

第一さっき 
保育園 

さくら保育園 

第二さっき 
保育園 

21日 
田 

梅沢地区 
研修センター 梅田保育園 

23日 
（月） 

毘沙門長富 
コミュニテイ 

センター 

たかたて 
保育園 
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沖
飯
詰
小
学
校
（
工
藤
照
秋

校
長
 
児
童
数
一
二
〇
人

）
で

は
十
一
月
七
日
、
全
校
児
童
が
 
 

参
加
し
同
校
裏
に
あ
る
学
童
農

園
で
大
根
、
カ
ブ
な
ど
を
収
穫
、
 

閉
園
式
を
行

い
ま
し
た
。
 

同
校
は
昭
和

五
十
八
年
に
、
 

児
童
達
に
野
菜

づ
く
り
を
通
し

て
農
業
生
産
の

仕
組
み
ゃ
、
物

を
育
て
る
心
を

養
っ
て
も
ら
お

う
と
県
の
モ
デ

ル
学
童
農
園
の

指
定
を
受
け
ま

し
た
。
畑
は
休

耕
田
を
借
り
上

げ
し
、
父
母
の
 
 

協
力
で
毎
年
少
し
ず

つ
土
盛
し

て
き
た
も
の
で
、
面
積
は
九
〇

〇
平
方
H
で
す
。
こ
の
事
業
は

二
年
間
の
た
め
、
今
年
度
か
ら

は
市
が
こ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
五

月
に
開
園
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

今
年
は
ス
イ
カ
、
さ
つ
ま
い

も
、
大
根
、
か
ぶ
な
ど
十
種
類

を
作
付
。
同
校
で
は
、
開
園
の

前
に
県
農
試
木
造
砂
丘
分
場
を

訪
問
、
栽
培
や
管
理
の
指
導
を

受
け
、
そ
れ
を
適
切
に
実
行
。
 

そ
の
た
め
も
あ
っ
て
ス
イ
力
、
 

メ
ロ
ン
な
ど
は
学
区
の
農
家
も

驚
く
ほ
ど
の
で
き
栄
え
。
ま
た
、
 

さ
つ
ま
い
も
の
で
き
も
上
々
で
、
 

中
に
は

一
八
〇
〇
）
，も
あ
る
も

の
も
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
閉
園

式
で
は
、
各
学
年
の
代
表
か
ら

こ
れ
ま
で
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
、
 
 そ

の
後

一
斉
に
取
り
入
れ
を
開

始
。
自
分
達
が
育
て
て
き
た
野

菜
だ
け
に
児
童
達
も
喜
び

い
っ

ぱ

い
。
収
穫
し
た
野
菜
は
、
高

学
年
児
童
が
漬
物
に
し
、
給
食

の
時
間
に
味
わ
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
工
藤
校
長
と
担
当
の

佐
々
木
千
枝
教
諭
は
「
オ
バ
ナ
、
 

メ
バ
ナ
な
ど
の
学
習
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
夏
の
暑
い
時
水
を

や
っ
た
り
、
草
取
り
を
す
る
な

ど
苦
労
も
多
い
が
、
し
か
し
そ

の
苦
労
が
報
わ
れ
た
時
の
喜
び

は
、
何
も
の
に
も
変
え
が
た
い
。
 

き
っ
と
今
後
の
人
生
に
役
立

つ

は
ず
」
 
と
語
って
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
校
で
は
農
園
で

の

野
菜
づ
く
り
を
児
童

一
人
ひ
と

り
に
作
文
に
さ
せ
、
年
内
に
も

一
冊
の
本
に
し
た
い
考
え
で
す
。
 

（第604号）⑥ 
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医師会と家庭を結ぶ 「みんなの健康教室」 が次の 

日平ll！で開かれます。 お気軽においでください。 

今回のテーマは 「食欲異常」 

ひ日 時 12月20日（金） 午後 1時 

D場 所 市保健センタ1 0日警察署跡） 

レ講 師 川崎亮一先生（川崎胃腸科内科院長） 

ン主 催 北五医師会・五所川原市民保健協議会 

日
  

午 	前 午 	後 

12
B 

11 レストラン藤吉郎前 漆川 五一中通り東北電気 

(*) 10 : Q0_*12 : 00 

工事輔五所川原営業所前 

1 : 30--4 : 00 

年末融資のご案内 
国民金融公庫では、年末商品の仕入資金、買掛、手 

形決済資金、ボーナス資金などを必要とされる方に対 
する融資を取扱っています。 
D貸付限度額 2,500万円以内 

レ貸付期間 
運転資金 5年以内 設備資金10年以内 

(10年を超える取扱いも行なっています。） 
レ利率 年 7.0% 

（貸付期間10年を超える場合は 7.1%) 
※ご相談は、国民金融公庫弘前支店 

(ft0172⑩6303) へ。 

みんなの健康教室へどうぞ 

 

街頭献血にご協力を 
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者
年
金
「
経
営
移
譲
年
金
」
 

罵

鶏
神
知
譜
詳
軸
ハ

か
ー
 

農
一
 

あ
な
た
の
行
っ
た
経
営
移
譲

を
再
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
 

次
の
①
ー
④
の
諸
名
義
は
、
 

経
営
移
譲
の
受
け
手
に
変
更
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
ら
を
再
点
検
し
、
名
実
の

備
わ
っ
た
経
営
移
譲
と
な
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
 

①
農
産
物
の
販
売
名
義
、
肥
料

等
資
材
の
購
人
名
義
（
例
え
ば

農
協
の
営
農

口
座
等
）
 

②
所
得
税
の
申
告
名
義
 

③
農
業
共
済
組
合
、
土
地
改
良

区
、
農
協
等
の
組
合
員
名
義
 
 

④
転
作
奨
励
金
等
農
業
経
営
主

と
し
て
受
け
取
る
奨
励
金
の
名

義
 経

営
移
譲
後
、
 一
定
年
数
が

経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
農
業
経
営
主
の
交
代
に
伴

い
当
然
変
更
さ
れ
る
べ
き
名
義

が
、
依
然
と
し
て
経
営
移
譲
年

金
受
給
者
に
残
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
経
営
移
譲
が
実
質
的
に

行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
疑
問

が
生
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
年
金

の
取
り
消
し
や
支
給
停
止
に
ま

で
及
び
か
ね
ま
せ
ん
。
早
急
に
 
 

変
更
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。
 

※
経
営
移
譲
を
行
わ
ず
農
業
者

老
齢
年
金
の
み
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
に
は
直
接
関
係
あ
り
ま
 

国
民
年
金
の
 

保
険
料
は
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
厚
生

年
金
保
険
料
は
、
給
料
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
が
、
国
民
年
金

保
険
料
は
自
主
納
付
の
た
め
、
 

と
も
す
れ
ば
納
め
忘
れ
の
人
も

あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
納
期
限
内
に
納
め

て
お
き
ま
せ
ん
と
、
不
慮
の
事

故
に
あ
っ
た
時
な
ど
に
支
給
さ

れ
る
障
害
年
金
や
母
子
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
 
 

せ
ん
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市

農
業
委
員
会
事
務
局

（
。⑩
一
一

一
一
一
番
 
内
線
二
二
九

・
一
一

三
〇
番
）
ま
た
は
農
協

へ
。
 

も
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
き
ま
す
と
納
付
期
間
が
不
足

と
な
り
、
将
来
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
 長
い
老
後
生
活
の
支
え
と

な
る
国
民
年
金
も
、
毎
月
の
納

付
の
積
み
重
ね
で
す
。
 

い
ま
一
度
確
か
め
て
、
必
ず
納

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

市
で
は
四
ト
歳
以
上

の
方
を

対
象
に
成
人
病
の
早
期
発
見
を

目
的
と
し
た

一
般
健
康
診
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
 

対
象
の
方
は
ぜ
ひ
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
 

職
場
等
で
受
け
ら
れ
る
方
は

除
き
ま
す
。
 

▽
実
施
期
問
 

十
月
一
日
か
ら
十
二
月
二
十

七
日
ま
で
。
 

▽
時
間
 
午
前
十
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
。
た
だ
し
西
北
中
央

病
院
は
午
前
十
一
時
ま
で
 

▽
受
診
方
法
 
受
診
券
を
医
療

機
関
窓
口
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。
 

受
診
券
は
市
衛
生
課
、
市
役
所
 
 

各
支
所
、
実
施
医
療
機
関
で
お

受
け
取
り

く
だ
さ
い
。
 

▽
診
査
内
容
 
問
診
、

身
体
計

測
、
理
学
的
検
査
（
打
診
、聴
診
、
 

触
診
）
血
圧
測
定
、
検
尿
 

ま
た
、
医
師
が
必
要
と
判
定

し
た
場
合
は
精
密
診
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
 

▽
診
査
料
金
 

一
般
健
康
診
査
 

無
料
、
精
密
診
査
千
円
。
た
だ

し
七
十
歳
以
上
の
方
、
生
活
保

護
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 

市
衛
生
課

（
廿⑩
二

一
一
一

番
 
内
線
二
七
二
番
）
 

一
忘
れ
な
い

で
納
め

ま
し
ょ

う
 

鷺****S.**41'3 .難麟鱗難難 
小笠原内科医院 田辺胃腸科外科医院 

兼平内科小児科医院 対馬内科小児科医院 

川崎胃腸科内科医院 中 村 内 科 医 院 

冨田胃腸科内科医院 増 	田 	病 	院 

西 北 中 央 病 院 松 	野 	医 	院 

木 村 内 科 医 院 復 明 堂 医 院 

白生会胃腸病院 森 田 診 療 所 

佐 々 木 医 院 三 好 診 療 所 

佐藤内科小児科医院 森内科小児科医院 

佐藤仁外科胃腸科医院 江 	渡 	医 	院 

荘 司 内 科 医 院 健生病院五所川原診療所 

白戸胃腸科外科医院峯 峯部合の良いところで受けて Fさい。 



身体障害者の職業訓練生入校あんない 
, 

▽応募資格 

①義務教育修了者又は、これと同等以 I.-の学力がある 

と認められる身体障害者の方。 

②身体障害の程度は、伝染性疾患、精神疾患、てんか 

ん性疾患、及び症状の固定していない方を除き 1年 

間の訓練に耐えられる方。 

▽募集科目及び定員 

電子機器科 10名 洋 裁 科 20名 

和 裁 科 10名 製版印刷科 10名 

製 本 科 10名 軽印刷科 20名 

製 く つ科 10名 義肢装具科 10名 

理 容 科 20名 経理事務科 20名 

デザ’イン科 20名 11科 160名 

詳しくは、国立宮城身体障害者職業訓練校（仙台市台 

原5丁目15番1号 〒983 廿仙台（0222)⑩ 3124番jへどうぞ。 

▽訓練期間 1か年（昭和61年4月から昭和62年3月まで） 

▽選考方法 作文、面接及び適性検査による。 

▽願書提出先 各市町村を管轄する公共職業安定所 
×フ願書受付締切 

昭和60q11月15日（劃中学校及び高等学校卒業見込者 

昭和61年1月10日（劃‘一般の身体障害者 

昭和61年 2 月10日（月）l及び新規学卒見込者 

▽選考日時 

昭和60年12月 2 日旧）中学校及び高等学校卒業見込者 

昭和61年1月24[1(釘 I 一般の身体障害者 

昭和61年 2 月24日（月） 1 及び新規学卒見込者 

▽選考場所 宮城身体障害者職業訓練校 

（第604号） ⑧ 昭和60年（1985年）12月1日 	 広報ごしょがわら 

「夜
勤
専
従
看

護
婦
を
募
集
」
 

西
北
中
央
病
院
 

▽
応
募
資
格
 
看
護
婦
免
許
を

持
っ
て
い
る
人
。
 

▽
採
用
人
員
 

若
干
名

▽
採
用
期
日
 

随
 
時

▽
提
出
書
類
 

履
歴
書

詳
し
い
こ
と
や
お
申
し
込
み

は
、
市
立
西
北
中
央
病
院
管
理

課
庶
務
係
（
。
⑩
二
一
一

一
番

内
線
ニ
ヒ
九
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

休
日
・
夜
間

の
急
病
は
《

・

在
宅
医
師
の
紹
介
は
消

防
署
（
。⑩
一
一〇

一
九
番
）
 

へ
（
救
急
医
療
部
会

）
 

短
 
歌
 

五
所
川
原
短
歌
会

亡
き
父
の
植
え
し
国
光
の
樹
い
ま
は
な
く
ふ
じ
も
ぎ
居
れ

ば
実
降
り
継
ぐ
 

関
 
喜
代
栄

一
家
族
三
夫
婦
幾
組
渡
ら
せ
て
新
生
大
橋
な
が
く
栄
え
よ
 

山
E
 
和
美

散
る
木
の
葉
少
な
く
な
り
て
み
ぞ
れ
降
る
楚
珠
嶺

い
か
白

く
見
え
つ
つ
 
小
笠

原
俊
亮

刈
り
終

え
て
喰
に
積
ま
れ
し
概
の
山
運
び
出
す
間
の
空
に

星
輝
る
 
岩
谷
 

明
雄

風
邪
ひ
き
て
来
し
待
合
室
に
高
令
者
あ
ま
た
カ
ル
テ
の
呼

び
名
待
ち
を
り
 
大
久

保
勘
三
 

損
害
賠
償
等
の
相
談
に
応
じ
ま
 

す
。
 

▽
日
時
 

第
三
十
七
回
人
権
週
間
（
十

二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
）
を

記
念
し
、
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

い
じ
め
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ

ざ
、
借
地
、
借
家
、
金
銭
貸
借
、
 

戸
籍

・
登
記
、
相
続
、
離
婚
、
 

▽
日
時
 
十
二
月
七
日
（
土
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▽
場
所
 
丸
友
デ
パ
ー
ト
ー
ー
 

階
催
事
場
（
大
町

）
 

▽
相
談
員
 
人
権
擁
護
委
員
、
 

法
務
局
職
員
 

み
ん

な
で

守

ろ

う
納
税
期

日
 

1
2月
2
8日
は
師
駈
駈
瓢
器

の納
期
限で
す
 

今
年
の
ゴ
ミ
の
収
集
は
、
ト

二
月
三
十
日
（
月
）
ま
で
行
い

ま
す
。
 

来
年
は
、
 
一
月
四
日
（
土

）
 

か
ら
平
常
ど
お
り
収
集
に
当
た

り
ま
す
。
 

ま
た
、
野
里
埋
立
地

の
燃
え

な
い
ゴ
ミ
の
引
き
受
け
は
十
一
一

月
三
十

一
日
（
火
）
ま
で
、
ま

た
来
年
は
、
 一
月
三
日
（
金

）
 

か
ら
平
常
ど
お
り
引
き
受
け
ま
 

」Wン
サ
 
ら
来
年
三
月
三
十
】
 

慧
弓
航
で

次「
 

東
 

町
 

町

名
 

瞬
 

十
。
 ⑥

燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
尿

高
瀬
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の

燃
え
る
ゴ
ミ
の
引
き
受
け
は
十

二
月
二
十
八
日
（
土
）
ま
で
、
 

ま
た
、
し
尿
の
引
き
受

け
は
十

二
月
ニ
ト
八
日
（
土
）
ま
で
行

い
ま
す
。
 

燃
え
る
ゴ
ミ
、
し
尿
と
も
来

年
は
一
月
四
日
（
土
）
か

ら
平

常
ど
お
り
引
き
受
け
ま
す
。
 

の
集
積
場
所
を
中
止
し
ま
す
の

で
、
近
く
の
大
通
り
の
集
積
場

所
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

そ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
面
倒
で
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

認
ぶ
勿
編
 月
十
六
日
（
月
）
か
 

翻

た
「
摺藤
鯛
 

便
鶴
「
醗
「
「
唯耗

o
 

蕩
郵
月
仁
認
が
マ
 

湊
  

湊
  

雛
 

田
 

卜
平
井
町
 

卜
平
井
町
 

ト
平
井
町
 

中
平
井
町
 

川
端
 
町
 

川
端
 
町
 

幾
島
 
町
 

鉄
橋
付
近
 

宮
崎
古
物
店
奥
通
り
 

川
口
整
骨
院
前
 

小
川
種
店
奥
通
り
 

老
人
ホ
ー
ム
横
通
り
 

圧
所
川
原
ラ
ジ
エ
ー
タ
 
唐
奥
通
り
 

田
辺
旅
館
宅
通
り
 

食
事
処
弥
生
前
（
元

菊
の
湯
跡
地
）
 
 

大
丸
古
川
裏
通
り
 

八
木
公
園
の
中
 

全
 
町
 
内
 

冬
期
間
収
集
を

中
止

す
る

場
所
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